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研究成果の概要（和文）：頭頸部癌において放射線治療の役割は大きいものの、進行癌では再発症例も多く、治
療方針決定のために予後予測の確立因子が望まれる。近年、腫瘍の進行や治療抵抗性のメガニズムとして免疫チ
ェックポイン ト分子機構が注目されている。そこで、我々は群馬大学で放射線治療(X線治療および重粒子線治
療)を施行した患者検体を用いて、免疫チェックポイント分子機構の蛋白発現と予後への影響について検討し
た。まず、放射線治療(X線治療および重粒子線治療)を施行した頭頸部腫瘍の臨床成績を解析した。しかし、
2017年研究者の施設が移動となり、研究継続が困難となったため、頭頸部癌に対する臨床成績を中心に研究成果
の論文報告を行った。

研究成果の概要（英文）：Radiotherapy plays a major role in head and neck cancer. However, there are 
many cases of recurrence in advanced disease; therefore, prognostic predictors are warranted to 
determine the treatment strategy. Recently, the molecular mechanism of immune checkpoints has been 
reported as a possible mechanism of tumor progression and resistance to treatment. In this study, we
 investigated protein expression of immune checkpoint molecular mechanisms and their prognostic 
significance in patients treated with radiotherapy (photon and carbon-ion radiotherapy) at Gunma 
University. First, clinical outcomes of head and neck tumors treated with radiotherapy (x-ray and 
heavy particle therapy) were analyzed. However, in 2017, I moved from Gunma University to Jichi 
Medical University, making it difficult to continue the study. Therefore, I reported the research 
results, focusing on clinical outcomes for head and neck cancer.

研究分野： 放射線腫瘍学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
頭頸部癌において根治的治療は手術療法であるが、発声や嚥下などの頭頸部領域の機能温存を考慮した場合、放
射線治療の役割は大きい。放射線治療においてはIMRTや重粒子線治療などの高精度化に伴い、治療成績の改善が
認められる。しかし進行癌ではいまだ再発をきたす症例も多く、免疫染色を含めた治療成績予測因子についての
探索は重要となる。近年、腫瘍の進行や治療抵抗性のメガニズムとして免疫チェックポイン ト分子機構が注目
されている。頭頸部腫瘍に対する放射線治療の予後予測因子や、臨床成績、有害事象の解析や発表は重要であ
り、将来的な治療成績の改善の一助となり、ひいては社会貢献に結びつくと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 
頭頸部癌において根治的治療は手術療法であるが、発声や嚥下などの頭頸部領域の機能温存を
考慮した場合、放射線治療および化学療法の役割は大きい。放射線治療においては IMRT や重粒
子線治療などの高精度化に伴い、治療成績の改善が認められる。しかし進行癌の場合ではいまだ
局所再発や治療後の転移は多く、治療方針決定のためにも、治療効果や予後予測の確立が望まれ
る。 
 
２．研究の目的 
近年、さまざまな癌腫において、腫瘍の進行や治療抵抗性のメガニズムとして免疫チェックポイ
ント分子機構が注目されている。そこで、我々は群馬大学で放射線治療 (X 線治療および重粒子
線治療)を施行した患者検体を用いて、免疫チェックポイント分子機構の蛋白発現と予後への影
響について、トランスレーショナルリサーチを施行することとした。 
 
３．研究の方法 
群馬大学において 2000 年から 2016 年までに放射 線治療(X 線治療および重粒子線治療)を施行
した頭頸部腫瘍の臨床成績を解析した。X 線治療 100 例、重粒子線治療 100 例と、合わせて約
200 症例のデータを集積した。臨床因子(性別、年齢、病変局在、病理組織型、合併症)や治療成
績(全生存率や局所制御率、無病生存率、有害事象発生割合)など算出した。治療前の生検標本を
リストアップし検体を集める準備を行った。免疫チェックポイント分子機構(PD-L1, PD-1)の蛋
白発現を調べるため、実際の免疫染色の条件の設定など行った。しかし、2017 年研究者の施設
が移動となり、同様の継続が困難となったため、上述のごとくこれまで蓄積したデータをもとに、
頭頸部癌に対する放射線治療成績について研究成果の論文報告を行った。また、現在の施設(自
治医科大学)でも、実行可能な研究に修正して行った。特に食道癌の臨床成績や検体集積に変更
して解析を検討した。 
 
４．研究成果 
 研究施設の移動ならびにコロナの影響もあり、免疫染色を用いた発表や解析は縮小し、変更せ
ざるを得なかった。群馬大学での頭頸部腫瘍の解析で得た臨床成績（治療成績や、有害事象）の
解析を主に行い、学会発表や論文作成を行なった。また、自治医大に移動してからは食道癌の臨
床成績を解析し、免疫チェックポイント阻害剤の解析を行ない、成果を報告した。 
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